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飼育による大きさ別クロアワビ，

メカイアワビの成長，生残率，生物体量の比較
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はじめに

クロアワビは，密度を変化させて飼育する/::，生残

率には大きな変化がないが，成長率は高密度になるほ

ど低下することが報告されている日)。生物体量 (p)

は，個体数 (N) と平均個体重 (W)の積で求められ，

定められた容積の水槽内で飼育する場合には，このP

値には一定の限界がある。従って， NまたはWのどち

らかに重点をおくかによって飼育方法を変える必要が

あると考えられる。すなわち，良好な成長を得ょうと

すれば飼育密度を低くさせることになる。

本報告では，個体数を一定にさせて大きさ別にクロ

アワピ，メカイアワピの長期 (509日間)飼育を行い，

成長，生残率，生物体量の比較を行い，成長によって

生じるシェルタ一面積に対する占有面積の割合に対応

してこれらがどのように変化するかを検討した。

材料と方法

材料は， 1992年11月に採卵を行って養成飼育したク

ロアワピとメカイアワビを用いた。それぞれ殻長をそ

ろえて1，000個体ずつ各4区に分けた。平均殻長と標

準偏差は，クロアワビについては， 1区19土 2凹， 2 

区24土 2皿， 3区28士 2凹， 4区33士4酬で，メカイ

アワピについては 1区19土 2四， 2区23士2mm，3 

区27士2mm，4区34士4醐であった。測定個体数は，

各区200個体ずっとした。

FRP角型水槽 (4，5Xl. 5X HO. 6m)にO.6XO. 8X 

HO.2mのナイロンラッセル網(日合 1皿)を用いた

寵を吊し，この能一つずつにクロアワピ，メカイアワ

ピをそれぞれ1，000個体ずつ入れた。シェルターは，

断商が半円の夜径105mm，長さ600mmの雨樋を利用し，

両側に直径45聞の円形の穴を 3倒ずつ合計6個開けた。

これを一つの箆に 5本入れ，裏側面積を合計4，450cn!

とした。

鋳は，アラメ，カジメを残餌が出る程度に投与し，

飼育水は i車過海水を換水率で毎l侍0.6回転の流水と

して用い，さらに強いエアレーシ当ンを行った。水温

は， 12-26'(;で，飼育期間は， 1994年1月26日-1995

年6月19日までの509日間(約 I年半)であった。

アワビ貝殻の面積は，上田・野中の式3)を用い，占

有率は，シェルター裏側面積に対する貝殻面積の割合

とした。

成長係数αは， Gニ e0より求めた。ここで， G 

殻長倍率，従って， α=log，G。また，死亡係数Mは，

Sニ e-Mから求めた。ここで， s生残本，従ってM

士一log，S。

結果

開始時， 154， 509日間の平均殻長，平均個体重，生

残率，生物体量の測定結果を表Iに示した。

平均殻長および日開成長係数

クロアワピとメカイアワビの殻長の成長は，関 1に

示したとおり， 509日間の飼育では 1区においてク

ロアワビの39mmに対してメカイアワビ46凹と差があっ

たものの他の 2-4区においてはクロアワビとメカイ

アワピの差は小きかった。一方，飼育開始時に小さかっ

たクロアワビの19mm，およひ、24阻群とメカイアワピの

19皿，およひ、23mm群の成長が大きかったクロアワピの

28阻，および33皿群とメカイアワビの27mm，および34

m群の成長に追い付く傾向が認められた。



表 1 試験結果

I区 2R: 3区 4区

クロ7ワピ メカイアワピ クロ7ワピ メカイ7ワピ クロアワピ メカイ7ワピ クロアワピ メカイ7ワピ

平均殻長(叫 19土2 19"=2 24士2 23土2 28士2 27士2 33士4 33土4

平均体草(g) 1.0土0.3 0.9士0.2 1. 9士0.4 1. 4士0.3 3.0土0.6 2.6土0.5 5.3士2.2

個体数 (n) 1，000 1，000 1，000 1，000 1，∞o 1，000 1，000 

生物体量(g) 1，000 900 1，900 1，400 3，000 2，600 5，300 

平均殻長(mm) 26士6 27土5 31士5 31土4 34士4 34士4 38土5

平均体重(g) 2.<l士1.7 2.5士1.5 4.4士2.3 3.3土1.95.6"=2.05.1士2.2

生残率(%) ~.6 524 W.O a.6 %.0 W.2 

生物体量(g) 2，054 1，310 4，092 2，924 5，320 4，804 

平均殻長(mm) 39士9 46土8 43士7 44土7 44士6 42土6

平均体重(g) 9.3士6.2 13.0士6.7 12.2士5.4 11.9土6.2 13.1土5.3 10.2士4.3

生残率(%) 51. 6 28.8 56.1 50.4 62.2 87.2 

生物体量(g) 4，800 3，750 6，850 6，000 8，150 8，900 

測定個体数 n~2C 日
+.標準偏差
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5.2士1.8

1. 000 

5，200 

38士6

12.5士5.4 12.0"=5.3 

75.6 88.8 

9，450 10，650 

7.9土4.1

98.4 

7，774 

45士6

8.3土3.8

98.2 

8，150 

44士6

項目測定H

1. 26 

( 0口)
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6.29 

(154 H) 
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6.19 
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メカイアワピ-23mm群)

メカイアワピ27凹群)

メカイアワピ34皿群)

クロアワピおよびメカイアワビの経過日数

と平均殻長の関係

.; 1区(l9mm群)

0; 2区(クロアワビ24四群，
ム 3区(クロアワピ28皿群，

血 4反(クロアワピ33mm帯，

経過日数

関 1

カイアワビでは， 19~27mmまでは直線的に小さくなっ

たが， 34皿ではやや鈍化した。

生残率

生残率は，凶 3に示したとおり，クロアワビ，メカ

イアワビとも殻長が小さいほど生残率が低下し，特lと

実験開始時の殻長と5098尚の日間成長係数の関係

は，図2に示したとおり，クロアワピでは殻長の増加

につれて匝線的に成長係数が小さくなった。一方， メ
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メカイアワビでは27阻群でピでは J 33mm群で4tl.8%， 

67.4%. 34mm群で71.5%であった。

生物体量

生物体量は，凶 5に示したとおり， 509日間飼育で

はクロアワピ，メカイアワピとも殻長の大きい群の方

が大きく，殻長の成長とは違って小さい殻長群が大き

メカイアワビでは殻長19mm，およひ'23mm群の生残率が

日数の経過につれて低くなった。

実験開始時の殻長と 509日間の日間死亡係数の関係

は，図4に示したとおりで，クロアワピでは殻長の増

加lにつれて放物線を描いて減少するのに対して，メカ

イアワビでは27mmまでは直線的にi成少し， 27mrn群と34

m 群ではほとんど差がなくなった。

生残率は成長するにつれて高くなると考えられるが，

同じ条件の水槽中で，この傾向が続くと仮定して日間

死亡係数をもとに4年間の生残率を推定し，表2に示

した。 4年後の生残率が比較的高い殻長は， クロアワ

死亡要因を全て自然死亡と Lて扱った場合の生残率(96)の推定表2

メカイアワピ(殻長田)クロアワピ(殻長四)経過

f卜数 34 27 23 19 33 28 24 19 

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 10日.0100.0 100.0 。
91. 9 90.6 61.1 40.9 81. 8 71. 2 66.0 62.2 1 

84.5 82.1 37.3 16.7 66.9 回 743.5 38. 7 2 

77.7 74.4 22.8 6.8 54.8 36.1 28.7 24.1 3 

71. 5 67.4 13.9 2.8 44.8 25.7 18.9 15.0 4 
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表3 シェルター裏側面積に対する貝殻面積の割合(占有率%)

経過 クロアワビ(殻長皿) メカイアワピ倣長田)

年数 19 24 28 33 19 23 27 34 

。 46 74 100 139 50 73 100 171 

154 74 114 141 182 52 117 149 195 

509 101 133 154 187 84 134 211 247 

い殻長群に追い付くことはなかった。しかし，生物体

量倍率は，図6に示したとおり，メカイアワビの最小

群(l9mm群)を除いて開始時殻長が小さい群ほど生物

体量倍率は増加した。開始時殻長 (SL) と生物体長

倍率 (GM) の関係式は下記のとおり求められた。た

だし，メカイアワピは殻長23回以上。

クロアワピ

GM= -0. 216SL+8. 842 ( r =-1.00) 

メカイアワビ

GMニ O.204SL十8目 954( r =ー1.00) 

占有率

占有率は，表3に示したとおりで，実験開始時には，

クロアワビ，メカイアワピとも殻長28皿， 27mm群以下

では100%以下で，クロアワビ33皿群で139%，メカイ

アワビ34四群で171%であった。

509日間飼育後の占有率は，メカイアワピ19mm群の84

%を除けばいずれも100%を越えた。メカイアワビの27

凹，およひ'34阻群では200%を越え，それぞれ211%，

および247%であった。

実験終了時占有面積ネ (OA) と殻長の日開成長係
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数 (α)の関係は，図7に示したとおりで，クロアワ

ピ，メカイアワビとも終了時の占有而積率の増加につ

れて日間成長係数は減少した。関係式は次式で求めら

れた。

クロアワピ

αニ 9.809XW-'OA +0. 002412 ( r = -1.00) 

メカイアワピ

α=-6. 928X10"OA十0.002278(r = -1. 00) 

これらの式により，日間成長係数を Oにする占有来

は，クロアワピでは246%，メカイアワピでは329%と

計算された。

考察

有限の水槽面積を有効に利用する条件を知るために，

飼育個体数を一定にして殻長別のクロアワビ，メカイ

アワピの成長，生残率，生物体量の関係を調べた。成

長については，クロアワピ，メカイアワビとも飼育日

数が長期 (509日間)にわたると，小さい殻長群の成

長が大きい殻長群に追い付く傾向が認められた。この

ことは，小さい個体ほど日開成長係数が大きいことに

よるが，この日開成長係数は，占有面積率の増加につ

れて減少するので，大きい倒体群では，成長とともに

棲息空間が相対的に減少することで成長が鈍化すると

考えれ，このことが小さい殻長群に追い付かれる一つ

の要因であると考えられる。

一方，成長と占有面積の関係について，いつ追い付

かれるかについては，ある大きさの個体が最大成長に

おいてどの位の占有而積を要求するかなどi宣伝的要因

によるところが大きいと忠Lわれる。また，殻長のf申び

については，水流， ?，皮i良等の物理的環境要因の影響が

大きいと思われ，さらに，単一な餌料を投与している

ことなどから，これらについての考慮が必要と考える。

クロアワピ28皿，および33mrn群とメカイアワピ27mm，

および34mrn群をそれぞれ比較すると，いずれもメカイ

アワビの方が占有面積が大きいにもかかわらず，成長

には大きな違いは認められなかった(表 1，3)。こ

のことは，メカイアワビにはシェルターの内側面だけ

でなく表面も有効に利用する行動様式の特性があり，

クロアワピに比べると密度の影響を受けにくいことに

よると考えられる。この差は，殻長と日間成長係数の

関係(図 2)において，メカイアワビの最大群の日間

成長係数がクロアワピの最大群のようには減少してい

ないことにも現れている。また小池1)の報告にあるよ

うにクロアワピよりメカイアワビの方が餌科効率が高

いことも考えられる。

生残if¥については，クロアワビ，メカイアワピとも

殻長の大きい群の方が小さい群より生残率が高い傾向

を示した。日間死亡係数で比較すると，メカイアワビ

は，大きさの増大につれての死亡係数の低下が27阻ま

ではクロアワピより著しい(図4)。このことから，

メカイアワピでは，成長に伴う生残率の向上がクロア

ワピより急激で，かつクロアワピより小さい殻長で安

定した生残率に達すると理解された。

有限の水槽面積では，成長の増加が遺伝的な最大値

には到達されないというある極限値が生ずるはずであ

る。今回の実験でも殻長の増加につれて生物体量倍率

が低下した(図 6)。生物体長倍率をゼロに外挿した

時の殻長は両穏とも40岨近傍で，この大きさでは死

亡率が密度にそれほど影響されないと考えられる。よっ

て，生物体量倍率の低下は，専ら占有面積率の増加に

対する成長係数の低下によると理解された。

本実験条件のもとでは，市有率がクロアワピでは246

%，メカイアワビで329%に達した時には，生物体量

の増加が望めない極限値を迎えると予測される。従っ

て，さらに生物体量の増加を得るためには，適切な時

期において，密度を低くする措置を施せば良いと考え

られる。またシェルタ}を高くして空間的に利用する

ことも考えられる。
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要約

1 )有限の水槽面積を有効に利用する条件を知るため

に，飼育個体数をl，ooon固として，大きさの異な

るクロアワピ，メカイアワビを飼育した。クロア

ワビの平均殻長群を19皿， 24mrn， 28mrn， 33皿，ま

たメカイアワピの平均殻長群を19阻， 23皿， 27mm，

34mmに分け，それぞれをO.6xO. 8X HO. 2mの車再

生け賛に収容し，アラメ，カジメを投与して509

日間飼育を行い，成長，生残率，生物体量，およ

び占有率を調べた。

2)クロアワビ，メカイアワピとも飼育日数が長期に

わたると，小さい殻長群の成長が大きい殻長群に

追い付いた。このことは，大きい殻長群の棲息空

間が相対的に減少し，日開成長係数が減少するこ

とによると推定された。

一方，占有面積率がクロアワビよりメカイアワ

ピの方が大きいにもかかわらず，成長が鈍化しな

いことは，メカイアワピの方がクロアワビよりシェ

ルターの表而積を有効に利用して密度の制限要因
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が小きくなるためと考えられた。

3 )生残率については，クロアワビ，メカイアワビと

も殻長の大きい群の方が小さい群より高く，日間

死亡係数曲線は，クロアワピでは，殻長の増加に

つれて放物線を描いて減少するのに対して，メカ

イアワビでは，殻長27凹までは直線的に小きくなっ

たが， 27凹と3<1皿群とでは殆ど差がなくなった0

<1 )生物体量倍率は，殻長に比例して減少するが，こ

のことは，占有面積率が増大していくことによる

成長の鈍化が大きく影響していると考えられた。

今回の実験条件において，生物体最が計算上板

限値になる占有率は，クロアワピで246%，メカ

イアワピで329%と計算された。
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